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「施工プロセスのチェックリスト」改正の概要 
 

 

 １ 主任監督員の「施工プロセス」のチェックリストについて、建設業法の改正に基づき、 

監理技術者（主任技術者）が専任となる金額、チェックリストの表記を見直して改正した。 

 ２ 総括監督員・課長代理の「施工プロセス」のチェックリストについては、チェックリスト 

の表記を一部見直して改正した。    

 ３ 改正の概要は以下のとおりである。 
 

 

［主任監督員］ 

 
主１  名称等の表記を一部改正（修正及び追加）。 

標準仕様書→土木工事標準仕様書、 約款→建設工事請負約款、施工業者→受注者  

 
別紙—５ ①主任監督員

１ Ver H29.10.01

２ ３ 施工業者受注者：　　　　　　　　　　　　　　　　４ 主任監督員名：

①「施工プロセス」チェックリストは、土木工事標準仕様書、建設工事請負基準約款、建設業法、労働安全衛生法等に基づき、施工に必要なプロセスが適切に施工されているかを主任監督員が確認する。

②チェック欄には、土木事務所内での書類・写真等での確認もしくは現場確認等により、その内容がOKであれば「□」欄に「レ」マークを記入、または、備考欄に指示事項や是正状況を記入する。

③用語の定義     契約後：当初契約後、  変更後：工期内に行う契約変更後。

着
手
前

完
成
時

・契約の日から起算して7日以内に、工程表が提出された。 （約款第3条）
（仕様書その１）1-1-1-4　工程表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（契約後、変更後） ・事務所に提出した日で判定すること。

Ⅰ
施
工
体
制
一
般

１
施
工
体
制

「施工プロセス」のチェックリスト　　　　　　　　　

施工中

チェック欄

チェックリスト一覧表

考
査
項
目

種
別

確認項目 備　　　考

工事名：                    　               工事

工   期：　平成   年   月   日～平成   年   月   日

○工程表 □ □ □

 

 

主２  建設業退職金共済制度等及び施工体制台帳のチェックリストに項目を追加した。 

     ○建設業退職金共済制度等 →・掛金収納書（写し）の 1 ヶ月以内に提示。 

     ○施工体制台帳 →・社会保険等への加入の有無を確認。 

・掛金収納書の写しを契約締結後原則1ヶ月以内に提示した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（施工時1回） （仕様書その１）1-1-1-47　保険の付保及び事故の補償

・掛金収納書を工事完成時に確認した。　　　　　　　　　　　　　（完成時） ・中小企業退職金共済制度加入者は、これに読み替える。（同等の他制度含む）

・「建設業退職金共済制度適用事業主工事現場」の標識が現場に掲示されて
いる。

（施工時1回程度）

・建設業退職金共済証紙の配付状況が受払簿等により確認できる。 　・下請各業者への証紙の配付状況を受払簿で確認する。

（施工時1回程度）　 　・中小企業退職金共済制度の加入者は、対象外。（同等の他制度含む）

・施工体制台帳が現場に備え付けられ、その写しが提出されている。 （仕様書その１）1-1-1-12　施工体制台帳及び施工体系図

　（施工時の当初、施工体制変更時）　 ・工事を施工するため下請契約をした場合は、施工体制台帳の作成が必要。

・施工体制台帳に下請契約書（写し）及び再下請負通知書、契約書等が添付
され、下請金額が確認できる。

・施工体制台帳が適正に記入されているか、添付書類の不足がないか確認する

　（施工時の当初、施工体制変更時）　 ・変更が生じた場合、当該工事の施工前に監督員へ提出されているか確認する。

・施工体制台帳及び再下請負通知書に記載の全ての業者について、社会保

険等への加入の有無を確認する。
 施工体制台帳の「健康保険等の加入状況」欄を確認する。

　　　　（施工時の当初、施工体制変更時）  

□

□ □

□

○施工体制
台帳

□

□

□

□

□

□

○建設業退
職金共済制

度等
□

□

□

 

 

主３  建設業法の改正に伴う監理技術者（主任技術者）が専任となる金額を改正 

・下請の総額が 3,0004,000 万以上は監理技術者が専任。3,000 万未満主任技術者 

・工事の請負金額が 3,500 万円以上は主任技術者が専任 （下請け工事も同様） 

・配置予定技術者、施工体制台帳に記載された本人であることを資格者証で
確認できる。

（着手前）

・携行している資格証により本人であることを確認する。
・下請契約の総額が4,000万円以上は監理技術者が専任。

・工事の請負金額が3,500万円以上は主任技術者が専任 （下請け工事も同様）

○監理技術
者(主任技術
者)の専任制

□
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［総括監督員・課長代理］  

 

総１   名称等の表記を一部改正（修正及び追加）。 

標準仕様書→土木工事標準仕様書、 約款→建設工事請負約款 

３ 確認内容 →３ 受注者：      （追加）４ 総括監督員・課長代理： 

 

 

 


